
 

校内指導体制及び関係機関                      別紙１ 

 

いじめ対応チームの役割 

   いじめ問題は、教職員一人ひとりが抱え込むのではなく、「いじめは決して許されない。」 

という強い意志のもと、学校全体で組織として取り組まなければならない。 

「いじめ対応チーム」はその取組の中心となり、いじめの未然防止、早期発見、早期対応 

に取り組む。また、定期的（２か月に１度）に開催し、生徒情報の把握に努める。 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 いじめ発生 

                                         

                                      調査の指示        

 

                                         緊急対応会議 

                                                        対応についての助言 

                   対応の指示               

                          

         

                         

                                                                              

校内組織との連携         関係機関との連携     保護者・地域との連携 

          

 

 

 

 

 

 

＜構成員＞  

◎校長、教頭、生徒指導部長、生徒指導部員、保健部長、各年次主任、養護教

諭 

該当生徒担任 

キャンパスカウンセラー等 

 

 

＜調査班＞    

生徒指導部長 

該当年次生徒指導部 

該当年次主任、担任 等 

＜対応班＞    

生徒指導部長、保健部長、養

護教諭 

担任 等 

  

生徒指導部  教務部  進路指導部  

人権・図書・情報部 

保健部・特別支援教育部 

１年次、２年次、３年次、４年次 

部活動顧問 

キャンパス 

カウンセラー 

 

西脇警察署生活安全課・地域課 

西脇市教育委員会青少年センター 

多可西脇補導連絡会 

西脇市こども福祉課 

ひょうごっ子悩み相談センター 

スクールソーシャルワーカー 

西脇北高校いじめ対応チーム 組織図 

育友会 

学校評議員会 

学校関係者評価委員会 

日野町連合区長会・郷瀬町  


